
施設区分 複合施設（市民センター・児童館）

建築年月 平成6年4月

建築面積 1,047,08㎡（公民館部分533 ㎡）

敷地区分 市有地1,514,71㎡

開館時間 9:00～21:00

休館日 土曜・日曜・祝日

年間利用者数 延のべ19,285人

設置年月 昭和24年10月19日

ブロック 南部

対象区域 押野小学校区域

人口 9,323人

世帯数 4,204世帯

館長 今寺 幸雄

副館長 河﨑 省一郎

主事 畑 弘子

主事補

組織（部）
総務部、文化教養部、広報部、青
少年健全育成部、視聴覚部、体育
レクリエーション部

運営審議会委員数 11人

公民館委員数 60人

所在地 金沢市八日市2丁目464番地

電話 076-247-0856

FAX 076-247-9030

メールアドレス oshino-k@spacelan.ne.jp

ホームページ http://www.spacelan.ne.jp/
~oshino-k/

MAP

押野公民館
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歳出予算総額 43,884千円

うち人件費 8,124千円

うち管理費 27,741千円

うち事業費 6,922千円

館報発行回数 年3回

地域へのお知らせ回数 月3回

管理人の設置 有

他都市・公民館との交流 無

AEDの設置 有

金沢市の運営委託費 12,711千円

地元負担金 2,367千円

歳入予算のうち

公民館重点目標

・地域における身近な学習の場と機会を人々に提供する。
・住民互いの心のふれあいを生み出し、地域の連帯感を育む。
・一人では解決できない、さまざまな地域の問題に取り組む。

公民館のサークル・教室活動

健康教室、書道教室、茶道教室、読書サークル、手話サークル、囲碁将棋教室、スポーツ開放、カラオケ教室、着付
教室、ヨガ教室、オカリナ教室、ソフトバレーボール、男子バレーボール、絵手紙教室、男の料理教室

公民館の特色・事業と取り組み

「伝統芸能の次世代の育成」
押野校下には伝統芸能の事業として現在、押野じょんから保存会がある。押野じょんからは昭和３２年頃まで押野地区で踊
られていたもので久しく途絶えていたが、子ども達にふるさとに対する思いを強くもってほしいという願いから「押野じょ
んから（保存会）」復活に取り組むこととなる。平成１８年に保存会を発足し、同年第一回「押野じょんから踊りの夕べ」
を開催し、以後3 年に一度、町会や各種団体の協力のもと開催している。

保存会の取り組み
・大人・ジュニア部の定期的な練習
・小学校や保育所で踊りの指導
・校下行事（町会盆踊り・敬老会・文化祭・社会体育大会等）への出演
・公民館フェアなど校区外の催事への出演
現在の課題は、より多くの校下の方に「押野じょんから」を継承していくこと。押野じょんからを校下の柱とし、地域住民
の心の拠り所の一助としたい。このつながりが、校下の活性化につながればと取り組んでいる。

公民館の予算 その他の概要



施設

１階
和室（12帖・15帖）、水屋（5.5 ㎡）
研修室（40人）、調理実習室（30 人）
図書コーナー（25.5㎡）
事務室（43.82㎡）

２階
大ホール（150 人）

利用できる設備

ＴＶ、プロジェクター、ＤＶＤ、パソコン、音響設備、茶道具、調理器具、カラオケ、ピアノ

館内平面図


